
認知症の方の対応など、専門知識が必要な場面は大変です。
地域包括支援センターなどに間に入ってもらいながら対応をしますが、
難しさを感じます。

夜中や早朝の対応に苦慮しています。
一人暮らしの方など対応はせねばと思いながらも、
どこまでしないといけないのかと迷うところも多いですが、
笑顔やお礼の声を聞くと嬉しくなります。

受持ち地区が広く、地区全体を把握できているかと
言われればまだ自信がありません…
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今回お話を伺った民生・児童委員の皆さん（五十音順）

実際に民生・児童委員の皆さんはどのような思いで活動しているのか、

役員を務める皆さんにお話を聞きました。

民 生 ・ 児 童 委 員 に 聞

活動の中で
大変なこと

最初は訪問しても「帰れ！」と言われることも
ありましたが、徐々に打ち解け、
笑顔で会話をしてもらえる関係性になりました。

一人暮らしの方や高齢者宅を訪問して
「顔を見ると元気が出る！」
と言われたときは嬉しかったです。

月2回子どもたちの見守りを行っています。
子どもたちと顔なじみになり、顔を見かけると手を振ってくれたり、
声をかけたりしてくれることも増えました。

委員をと言われた時にはどうしようかと悩んで受けました。
大変なこともありますが、地域の方々に喜んでいただけて、やりがいもあります。

地区に長く住んではいますが、町外で仕事をしていました。
活動を通して顔見知りが増え、
広く・浅くの関係性の重要さを改めて感じています。

活動をしていて
嬉しかったこと

く ！
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。
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れ
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。
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高齢の一人暮らしで冷房がないお宅。
昨年の夏は連絡が取れず、熱中症ではないかと
心配することもありました。
今年の夏も心配です…

訪問を重ねると顔見知りになり、
相談をしてくれるようになりました。
嬉しさもありますが、相談の内容によって
線引きが難しいように感じます。

じっくり話を聞くことで、笑顔になってくれることがあります。
時間をかけて話を聞くことができるというのも
民生委員としてのやりがいではないかと思います。
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